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研究成果の概要（和文）：令和4年度に開発した対話型医療面接トレーニングソフトのプロトタイプを基に、
iOS、WindowsのPC用ソフトと携帯電話アプリを作成した。これらソフト、アプリをOSCE終了後の医学科5年生有
志に試行してもらい、有用性を検討した。学生有志からは、医療面接の基本が効率よく練習でき、いつでもどこ
でも、パソコン、携帯電話と通信環境が整っていれば、反復して自己練習が可能というメリットがあるという意
見を得た。また、本研究で作成したソフトではどの程度質問内容を網羅することができたかなどをチェックする
ための採点機能がついているので、反復して練習することで質問忘れが少なくなるメリットも見られた。

研究成果の概要（英文）：Based on the prototype of the interactive medical interview training 
software developed in 2022, we created iOS and Windows PC software and cell phone applications. 
These software and applications were tested by 5th-year medical students after their OSCE, and their
 usefulness was examined. The student volunteers commented that the software and applications were 
beneficial in that they enabled them to practice the basics of medical interviewing efficiently, and
 that they could practice repeatedly on their own anywhere and anytime as long as they had a PC, 
cell phone, and a communications environment. In addition, the software developed for this training 
course has a scoring function to check the extent to which the questions were covered, which is an 
advantage because repeated practice reduces the number of questions forgotten.

研究分野：医学教育学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、以下の点で学術的意義がある。学生同士や、模擬患者など人間を必要とする医療面接トレーニングに
おいて、自学自習時間や対面での実習が少なくなっている現在、疾患シナリオを充実させることで、様々な疾患
を経験する代用となりうる。医療面接から得られた情報をもとに、臨床推論させて、必要な身体診察や検査を選
択させるような問題を付加することで、実際の臨床に近い考え方を学ぶことが可能で、臨床実習の機会が減少し
ている状況でも学習効果が得られる可能性がある。また、各診療科の臨床講義に宿題として疾患シナリオのこの
システムを用いることで、知識伝達型の臨床授業にも利用可能である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
医療面接は医師が患者の症状などに関する情報を直接対話形式で聞き取り、その後の臨床推論、
診察・検査・診断に結びつけるための重要な基本手技のひとつである。近年、医療面接は 4年次
頃から講義・実習形式で方法を学び、模擬患者との対話実習や学生同士でシナリオに沿って練習
を行っている。さらに診療参加型臨床実習で実際の患者を担当することで、面接技術の研鑽を積
んでいる。しかし、学生が患者役の場合は、シナリオに設定された患者年齢との乖離があるため、
リアリティーに欠け、一般ボランティアで構成される模擬患者は、シナリオ理解までに練習時間
を要する。さらにコロナ禍では、特に高齢のボランティア一般人を練習に動員することは大きく
制限を余儀なくされている。また、診療参加型臨床実習もコロナ禍では休止を余儀なくされたた
め、学生が実際の患者から医療面接で情報を得て、その後の臨床推論につなげる訓練が極端に減
少している。したがって、患者、模擬患者に接する機会が減少しても、医療面接がいつでも行え
るような、自学自習に対応できる対話型医療面接トレーニングシステムの開発は重要であるの
が現状である。 
 
２．研究の目的 
医療技術の基本の一つである医療面接を学ぶにあたって、模擬患者や学生同士での練習や、臨床
実習において実際の患者から学ぶ機会が激減した昨今において、本研究で作成したAI を用いた
対話型医療面接トレーニングシステムを用いて、医療面接の自学自習や医療面接から臨床推論、
身体診察に繋げられるトレーニングとしての有効性を明らかにする。さらに日本語のみならず、
海外での面接練習にも対応できるように外国語版のトレーニングシステムの開発も行うことで、
医学英語のシミュレーショントレーニングとしての有効性を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
（1）プロトタイプソフトを利用した対話型医療面接トレーニングシステムの有用性の検討 
2022 年度に本学のヒューマンコミュニケーション工学研究室と共同で、対話型医療面接トレー
ニングシステムのプロトタイプソフトウエアを作成した。これは著作権フリーの音声認識ソフ
トとAI で構成されている。一つの疾患についての問答は、共用試験機構が学生に公開している
項目をもとに、オリジナルの質疑応答例文を作成した。質問と応答は 1 体 1 対応とし、質問の
様々な表現による文言は、これまでの面接実習で得られた表現方法をデータとしてAI に学習さ
せた。さらに、模擬患者との会話の中で、学修者が模擬患者の回答中に質問をしてしまう「さえ
ぎり」を認識して、「ちょっとわかりません」などエラー回答を出す機能や、学修者の「うん」、
「はい」、「そうなんですね」などの「うなずき・あいづち」のフレーズも音声認識し、AI に学
習させた。また医療面接の最後に、どの項目が聴取できていないかなどの評価機能を加えた。こ
のプロトタイプソフトウエアを用いて、本学医学科 5年生有志に実際に使用してもらい、医療面
接の自学自習用ソフトとしての有用性を検討した。 
 
（2）順不同の質問にも対応できる対話型医療面接トレーニングシステムの開発 
前出のプロトタイプはある程度シナリオどおりの質問に順番でないと回答が得られないシステ
ムになっていたので、順不同に医師役の学修者から発せられた質問でも、質問内容に対応した回
答動画を出せるように改良を行う。ユーザーである学生は、順不同に質問をする可能性もあるの
で、シナリオ通りの会話しかAI が理解していない場合は、正確な回答を表示することができな
い。例えば、「そのことについて、詳しく教えていただけませんか？」のような質問の「そのこ
と」が前出の回答に関連している指示語であることを AI に認識させるアルゴリズムの作成が必
要となる。 
本研究のソフトウエアでは、学修者からの「さえぎり」、「うなずき・あいづち」を認識する機能
を持たせたが、さらに学修者が模擬患者の回答を繰り返す、「オウム返し」は「さえぎり」でな
いことを音声認識し、AI に学習させる機能を追加して、より自然な会話になるようなシステム
を開発した。 
 
（3）各 OS環境に対応したソフト、アプリケーションの開発 
本研究で最初に開発した声認識ソフトとAIを用いた対話型医療面接トレーニングシステムを開
発したプロトタイプはWindows の PC で使用できるソフトであった。学生が使用するデバイス
は iOS、Windows の PC および、iPhone や Android に代表される携帯電話やタブレットと多種
多様であるため、それぞれのOS環境で作動するソフトやアプリケーションを開発した。 
OSCEが終了し診療参加型臨床実習を行っている医学科5年生有志にWindows 用の本ソフトを
試行してもらい、音声認識や質問に呼応した回答動画の連動性などの動作環境の問題点を抽出
した。また、学生有志に様々な質問の表現をしてもらいAI に覚えさせる作業を行った。さらに
疾患バリエーションを増やすために新規に回答動画を撮影し、質問と紐付け作業を行った。 
 
 



４．研究成果 
本研究で最初に開発した声認識ソフトとAIを用いた対話型医療面接トレーニングシステムを開
発したプロトタイプでは質問の表現によって、回答動画が出ないなどの不具合があったので、質
問のバリエーションを増やし、AI に覚えさせる作業を行うことで、順不同の質問にも対応でき
るように改良した。さらに学生が使用するデバイスが、iOS、Windows の PC と携帯電話、タブ
レットと多様なため、それぞれに対応するために iOS、Windows の PC・タブレット用ソフトと
携帯電話アプリを作成した。 
これらソフト、アプリを使用した OSCE 終了後の医学科 5 年生有志からは医療面接の基本が効
率よく練習でき、いつでもどこでも、パソコン、携帯電話と通信環境が整っていれば、反復して
自己練習が可能というメリットがあるというアンケート結果を得た。また、本研究で作成したソ
フト、アプリではどの程度質問内容を網羅して質問できたかなどをチェックするための採点機
能がついているので、反復して練習することで質問忘れが減少する結果が得られた。 
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